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＜連絡事項＞

· 来週から職員の健康診断が行なわれる為、各自予約票へ入力して実施する事

＜今後のカンファレンス運営＞

· 最近、外来患者様情報をパソコン入力して情報提供することが困難となっている為、必要な情報を電話で遣り取りへと変更。

· 基本的には参加可能な外来スタッフは全員カンファレンスへ参加。

· 金曜日のカンファレンスでの実施内容

1 １週間分の外来患者様情報・カウンセリング報告・栄養指導報告を行い、必要時検討も行なっていく。

2 ケースカンファレンスの実施。週ごとに担当医を決めて、検討内容などの枠は決めずに、現在困っている事や、外来受診時の様子、対応について話し合っていく。ケース検討で話し合う患者様については事前に決定し、検討する内容を外来グループの中で打ち合わせを行なう。

＜業務改善＞

· 栄養指導を予定していた患者様が居たが、予定していた時間には患者様は帰宅してしまっていた。栄養士へ連絡が無かった為実施する事が出来なかった。

⇒実際の対応：患者様には事前に翌週栄養指導を行なう事は伝えている。

実施日当日には患者様へ栄養指導がある為、待って頂くよう伝えている。

　今後の対応：当日栄養指導があることを患者様へ受付時点で伝える。

　　　　　　　診察室に患者様が入った時点で、栄養士へ連絡して外来にて待機してもらい、患者様の町時間短縮を図る。

· 通所利用者様の、外来での栄養指導と通所利用時間が重複すると栄養指導の加算が取れないため、時間を調整する必要あり。以下の時間外での実施を検討する為、ＡＯＭ・担当医との相談が必要。

デイケア10：00～16：00　　　デイナイトケア9：00～19：00

＜外来患者様情報＞

関　　秀治様～職場から仕事を増やして欲しいと言われており、5月から増やす事になると話す。本人は増やしても良いと考えているとの事。担当医からは自分で出来そうであれば行なうよう説明あり。

久保　興介様～幸房利用は疲れるが、大丈夫そうだと話されている。

清川　厚子様～今週の外来受診後に青山荘へ戻りたくないと訴えあり、その日から外泊としている。担当医からは外泊から青山荘へ戻らなければ入院となることを説明。夫様には17日まで様子を見て、施設へ戻らない場合には入院となることを説明している。青山荘スタッフへも同様の説明を行なっている。

＜栄養指導実施報告＞

下口　政子様～体重増加傾向は継続しており、食事は施設にて決められた物を摂取している為、運動について説明している。本人から運動参加については、「エアロビは人の噂が聞こえるし、腰が痛い」と実施していない旨報告あり。気温が高くなってきた為、運動の機会として八戸駅から通所まで歩いてくるよう伝えているが本人は渋っている。ジュース等の摂取はゼロカロリーを摂るようにしているとの事。

　　　　　　　○デイケアからの情報

　　　　　　　　土曜日の昼食は自分で準備して摂取しているが、摂取量過多傾向にあり。痛庶事には運動せず、ジュース等の飲水量摂取が多く見られている。







